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中国など新興国の急速な経済発展や世界金融危機が日本経済に大きな変動をもたらした

ことを踏まえ、本論文では、日本経済の分析や予測のためのツールとして、日本経済とと

もに日本経済を取り巻く主要な経済圏(米国、ユーロ圏、中国) を明示的に含めた動学的確

率的一般均衡モデルに基づくプロジェクションモデルを構築する。その上で、4 経済圏の金

融政策や需要ショックなどの効果や、歴史的分解などにより、2000 年年代の経済の変動を

分析する。 
IMF では、短期の世界経済予測などを目的として、Global Projection モデル（GPM）

と呼ばれるプロジェクションモデルを発展させており、一部の中央銀行においても予測モ

デルとして活用されている 6。このプロジェクションモデルでは、経済主体の最適化行動を

明示的にモデル化するのではなく、通常の DSGE モデルにおいて最適化行動の結果として

導出されるいくつかの基本的な方程式（ニューケインジアンタイプの IS 曲線やフィリップ

ス曲線）を経済の行動方程式として与え、そのシステム全体をベイズ推定するという手法

がとられる。このアプローチには、1 国の経済が 4、5 本の線形の行動方程式で表されるた

め、モデルの取り扱いや拡張性に優れるという利点がある。 
そこで、本論文では、日本、米国、ユーロ圏、中国の 4 経済圏からなるプロジェクショ

ンモデルを構築し、日本経済の分析を試みる。本稿と先行研究の最も大きな差異は、4 経
済圏の経済パラメーターを一括してベイズ推定している点にある。 
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